
1 

第 17 号 2025年 5 月 1日発行                            

 

 

 

 

 

 

「私たちはいつ日本人になるのか」 

家庭教育支援協会理事長 

二川 早苗 

「6歳児は世界のどこでも同じようだけれど 12歳になる頃には、日本の子どもは

“日本人”になっている」という印象的な言葉ではじまる『小学校～それは小さな

社会～』という山崎エマ監督の第 97回アカデミー賞短編ドキュメンタリー賞に今年

ノミネートされた映画がある。どこにでもある日本の小学校の風景。授業の様子、

給食の配膳から片付け、当番を決めてする教室や下駄箱の掃除、運動会の練習、ど

れも懐かしい風景だ。私はどちらかというと集団にあまり馴染めない子どもだった

のでほろ苦い思い出でもある。 

その日本の小学校のドキュメンタリー映画が、教育先進国といわれるフィンラン

ドでロングラン上映されている。日本人にとって当たり前のことが海外からすると

不思議な光景に映るらしい。誰かに命令されているわけでもないのに、散らかった

下駄箱の靴を揃える子どもたち。コロナ禍で命令されたわけでもないのに多くの人が着用したマスクや緊急事

態宣言で静まり返った渋谷スクランブル交差点を想起させる。 

協調性、責任感、勤勉さが日本人の特質によく上げられるが、その原点はやはり教育に依るところが大き

い。もちろん、危うさもある。同調圧力に転換しやすい。とはいえ、物事は表裏一体であるからここではよい

面を取り上げたい。 

小学校教育のもとにあるのは、家庭だ。家庭でまったく素地ができてないのに、スムーズな学校生活は送れ

ないだろう。小 1ギャップという言葉があるくらいだ。 

文部科学省の中央教育審議会作業部会が、このほどデジタル教科書を紙の教科書と同様に正式な教科書と位

置付ける中間報告書をまとめた。 

既にタブレット端末で授業を進めたり、宿題をすることが当たり前になっている一方で、子どものたちの筆

圧に異変が起きている。9Bの鉛筆でないと筆圧が弱くて書けない子どももいるらしい。ICT機器活用で効率よ

く学習を進めることはできるだろうが、手書きの機会が減り、暗記や音読が軽んじられて、子どもたちの考え

る力は十分養われるのだろうか。読解力や考える力は、ソーシャルメディア(SNS)や人工知能(AI)の情報過多の

時代にあって有害な情報を取捨選択して自分を守る力にもなる。 

古き良き時代を懐かしむのではなく、私たちが当たり前にしてきた勤勉さや協調性や責任感が海外でなぜ賞

賛されるのか、その意味を改めて考えみたい。もちろんその基底にある家庭教育についても。 

家庭教育支援協会 
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～ 水野建雄先生を偲んで ～ 

家庭教育支援協会理事長 二川 早苗 

水野先生の訃報はあまりに突然でした。 

何を書けばよいか心の整理が追い付かないまま、追悼させていただくこと

をご容赦ください。また、私自身授業を履修していたこともなく、日本家庭

教育学会でお話しさせていただいたこともなく、ただただ個人的な追悼とな

ってしまいますことをご容赦ください。 

水野建雄先生は、1940年静岡県にお生まれになり、東京教育大学(現筑波

大学)に入学されたのち博士課程に進まれました。その後筑波大学教授、八洲

学園大学教授・副学長を歴任される傍ら、日本家庭教育学会及び当家庭教育

支援協会にもご尽力くださいました。ヘーゲル研究者としての著作も多く、

八洲学園大学で教鞭を執られてからは家庭教育についての執筆にも意欲的に

取り組んでおられました。 

水野先生に私が初めてお会いしたのは、八洲学園大学でした。当時先生

は、大学の副学長としての重責を担いながらも、学生たちのことを気にかけ

て、大学の将来を真剣に考えていらっしゃいました。学内の制度や環境の改善にも尽力され、よりよい学びの

場を築こうとする姿勢に、頭の下がる思いでした。 

その後、私は、筑波大学大学院の受験をすることになるのですが、英語にドイツ語に専門科目に、錆びた頭

を働かせ覚えようとするのですが、翌日、また空っぽの頭に戻っているの繰り返しの日々を過ごしていまし

た。そんな私を見かねた水野先生は一度で合格しなくてもまた次があるから気長にやりましょうと笑って言っ

てくださいました。博士論文執筆の時も、1行も書けない日々が続き、何度も心が折れそうになるたびに、その

うち書きたいことが出てくるから待ちましょうと励ましていただきました。先生の静かで確かな言葉によっ

て、自ら問いを立て、深く考えることの大切さを教えていただきました。 

振り返ると、出会いから最期までずっと励ましていただいていた気がいたします。 

家庭教育はこうあるべきという言葉を先生から聞いたことはありませんが、人としてのあるべき姿を教えて

いただきました。常に冷静に思慮深くありながら、相手への思いやりを忘れずに、自分の考えを押し付けるの

でなく、啓蒙し、わが身については省察を繰り返すという水野先生の姿から、これらすべてが家庭教育に通じ

る気がいたしました。 

先生の学問への情熱と、学生を想う温かな眼差しは、これからも多くの人の記憶に生き続けることと思いま

す。先生からいただいた学びを胸に刻み、今後も思索を続けていきたいと思います。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

活動報告① 家庭教育支援協会令和６年度第１回研修会 2024年 5月 11日（土） 

報告者 攝待 逸子 

「マルトリートメントについて」と題しまして、当協会理事の木村孝子氏に講演していただきました。 

事前に準備して頂いたレジュメをもとに、Child maltreatment(不適切な養育)について、①身体的虐待 ②

性的虐待③情緒的虐待 ④ネグレクト（育児放棄）の４つの定義を確認しました。 

 家父長制度がまだ色濃く残っていた戦後の日本の家庭環境、そういう家庭環境の中で、「マルトリートメン

ト」をしている側もされている側もそれと認知せず、子どもを社会が守る体制、そこから回復するための社会

的擁護も、まだまだ不十分である現状についてお話しいただきました。 

 木村氏は、親、兄弟姉妹、夫婦、子どもなどの家族、また、家族以外の他人との出会いにおいて、人の成長

過程に「アタッチメント（愛着、特定の人との情緒的つながり、絆）」の重要性が今再び注目されており、それ
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は、親子や血の繋がりだけでなく、誰とでも、何歳からでも築くことができると話されました。また、「マルト

リートメント」を行わないためには、親も子も「マルトリートメント」について知る事が必要であり、親の心

の安定が重要であるとも話されました。 

 ご自身の体験をおりまぜながらの内容に、参加者自身の体験を話される方や、自分のこれまでを振り返る機

会にもなったのではないでしょうか。 

 木村氏の貴重な講演に対して、あらためて感謝申し上げます。 

活動報告② 日本家庭教育学会 第 39 回大会 2024年 8 月 24日（土） 

報告者 田光 江実子 

コロナ禍を経て大会参加者が減少しているが、無事に第 39回大会が開催された。次は第 40回大会である。 

さて第 39回大会では、「今こそ子どもたちに必要なもの－心の土台として

の非認知的な力を育む家庭教育」と題して東京大学 遠藤利彦教授に講演い

ただいた。ちょうどこの 5月にＮＨＫでアタッチメントに関する特集が放送

され大変興味深く視聴したこと、遠藤教授が専門家として出演されてとても

分かりやすかったこともあり、今回の講演は楽しみにしていた。 

アタッチメントとは、皆様もご存じの通り、イギリスの精神科医であるジ

ョン・ボウルビィが提唱した理論である。日本語では「愛着」と表現される

ことが多い。しかし、遠藤教授は「愛」という文字が入ることで「愛情」と混同されてしまう、「愛情をたくさ

ん掛ければ良い」とか「愛情が足りなかったから良くない」のではなく、いわゆるスキンシップでもないと言

う。「アタッチメント」は attachする、くっつくということである、「程よい関係が良い」と繰り返され、今後

の支援に役立てようと心に刻んだ。 

そのアタッチメントとは、「子どもが怖くて不安であるとき、感情が崩れ

たときに」信頼のできる大人にくっついて「もう大丈夫」と安心感に浸るこ

とである。「安心感の輪」の大人の役割は、怖くて不安な子どもがくっつい

てきた時に受け止めてやることである。それから安心感を与えてくれる対象

は誰でも良いのではなく、特定の大人でなければならない。物理的にずっと

「くっついていること」よりも「いざとなったらいつでもくっつける」とい

う感覚が重要なのである。一方で、安全基地が機能しないまま成長すると、

自立することができなかったり、安全であるはずの場所を回避したりするようになる。 

また子どもの発達と教育の土台として「非認知」のスキルが見直されつつあるという。非認知の力の中核は

「自己と社会性の力」であり、その揺りかごとなるのがアタッチメントである。子ども自身が自分に必要なス

キルを獲得する力を養うための安全基地となれるよう大人は出しゃばりすぎず、ちょっと支えるくらいでいる

案配がちょうど良い、と改めて認識できた回だった。（田光江実子） 

活動報告③ 家庭教育支援協会令和６年度第２回研修会 2025年 2月 22日（土） 

報告者 吉永 里江子 

平均寿命と健康寿命の差は、男性は約 9年、女性は約 12年なのですね。 

メタボリックシンドローム(メタボ)についてのお話では、メタボな私ですから、ギョギョッ‼️ 腹囲が大きい

だけでは、メタボリックシンドロームには当てはまりませんと聞いて、良かったぁっと、胸を撫で下ろしまし

た。次に、 

*フレイル(生活の質の低下によって病気になりやすい)。 
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*ロコモティブシンドローム(運動器症候群)と続き、 

要支援になる要因として、1高齢による衰弱。2関節疾患。3骨折転倒(体の運動機能の衰え、衰弱や関節疾

患)なのだそうで、2と３を抱えている知人が何人もいます。できるだけ長く健康寿命を保つには、上記の 3つ

に気をつけてとのことですが、気をつけてはいるのです。でも、神経がだんだん鈍くなるので、ドジるので

す。自分でいつまでも動けるように「生活の質を上げるために」も食事の見直し、「野菜，発酵食品，食物繊

維」を摂るように気をつけます。 

１日 8000歩と言われましても、ああ無理無理と先に諦めてしまう私ですが、椅子や、テーブルに捕まって、

踵をあげたり下げたりは普段からやっていますので、資料にあるストレッチなら、できそうです。脹脛と大腿

骨、関節、股関節を錆びつかせないように、頑張ります。 

木村孝子講師といっしょにタオルを持って(無理な姿勢で力を入れたために、腰痛が 1ヶ月ほど続いていまし

たが)無理せずに座って楽しく参加できました。普段動かしている関節は、スムーズに動きましたが、錆びつい

ている関節、筋肉が「痛ーッたた」という感じでした。体を伸ばし、動かして、体がほぐれていくと、心も何

だかほぐれて、おしゃべりしたくなりますね。会話が弾むと気持ちが明るくなり、脳内の油が柔らかくなっ

て、シナプスがピッピピッピ飛んで、元気になるような気がしました。楽しかったです。「自分の足で歩き続け

るためのロコモ体操」続けることが大事ですね。講義も体操もためになりました。ありがとうございました。  

活動報告④ 家庭教育師・家庭教育アドバイザー交流会 2025年 3月 1日（土） 

共に育つ 〜自閉症の子どもから学んだこと〜 
池田信子氏（日本家庭教育学会常任理事、合同会社 SPES代表社員） 

報告者 沖 由香子 

『自閉症の僕が家を建てた理由 家族で考えた自立のかたち』という本を息子の侑生さんとともに執筆され

た池田信子さん。体調が思わしくないのに豊橋から駆けつけてくださった。侑生さんは次男で、自閉傾向のあ

る発達遅滞と診断されている。自閉症と聞くと、障害者のことはわからないと身構えてしまう人は多い。一般

的な病気などであっても、自分が経験していないことを「わかります」と軽々しくは言えないものである。だ

からこそ少しでも多くの人に障害を知ってもらい、「障害の有無にかかわらず、誰もが社会の中で当たり前に、

自分の人生を求めるようになってほしい」との思いで活動なさっているという。 

池田さんの教育方針は生きる意欲を育てること。誰しも人の役に立てるという自己効力感を得て、余暇や楽

しみを持ちつつ働き、自立した人間になれるはずである。子ども本人が生きていて幸せだと感じてくれたとき

こそが、親が親になれたと言えるのではないだろうか。もちろん障害者をとりまく環境は厳しいものも多い。

自立とは依存先を複数持ち、社会の中で生きることを言うのであり、決して一人で孤立するということではな

い。社会資源を利用し、社会全体で互いに育っていくことが大切である。 

障害は持って生まれたものであって育て方のせいではない。障害に対する偏見も、親の教育から発生するも

のなのだろうか。そうではなく、子どもは元々残忍なものなのだというお話が佐藤貢悦会長からあった。同族

で殺し合いをするのは人間と鳩だけだという。だからこそ、社会全体で人に対する眼差しを温かいものにして

いかなければ、ノーマライゼーションは実現し得ない。 

講演の中で、長男の晃汰さんの作文の紹介もあった。弟の侑生さんを大変かわいがっているが、兄弟児とし

ての苦労もあるはずである。その経験から、晃汰さんは看護師を目指し、さらに大学院で福祉についても研究

している。兄弟児は「障害のある人と関わる手本になる」として、彼もまた本を出版する予定だという。我々

は、その本からもまた多くのことを学べる日を楽しみに待ちたいと思う。  

＜編集後記＞ 

本号では、皆様から貴重なご報告をいただきました。お忙しい中、ご協力くださり、誠にありがとうござい

ました。また、編集にあたり、皆様から温かいご助言をいただきながら進めることができ、充実した内容に仕

上げられたと感じています。ほかのことに追われたり、突然スマホが壊れたりといろいろございましたが、今

後も皆様とともに、より良い会報づくりを進めてまいりたいと思いますので、「みんなのコラム」と併せて、 

引き続きご支援・ご協力をお願い申し上げます。（尾形有三） 


